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「頼宣、十四の時が二度あるか」ということは、「十

五の時が二度あるか」「十六の時が二度あるか･･････」

ということで、広げて言うと「人はその一瞬一瞬を生

き切らねばならない」ということなのです。武士にと

って戦場で手がらを立てることが生き甲斐の戦国時代

の終わりのことですが、明日は我が命がどうなるかわ

からないということから、そこに思いつめた一念が感

じられます。 

 さて、今がその十四歳の２年生は、体育祭を終え、

合唱コンクールに向けて、どのクラスも帰りの会を中

心に練習していくことになります。林間学校後から２

年生のクラス意識も高まっていますので、上記のよう

な一念が感じられ、力も接近してきそうです。 

 保護者の皆様、合唱祭当日を楽しみにしていてくだ

さい。そして、より多くの方々に子どもたちの頑張り

を見ていただければ幸いです。 

 

2 学期に入り、初めての行事でした。最初はだらけた様子で練
習を行い、叱られることも多かったですが、だんだんとクラスで
まとまっていく姿が見られるようになりました。本番当日は、他
の学年の競技中に自然に応援をしたり、自分たちの種目を力一杯
取り組んでいました。これからも悔いの残らぬ取り組みを！ 

１日(火) 全校委員会 

 衣替え移行期間（～6日） 

３日(木) テスト前朝練中止 

 葛南駅伝大会 

４日(金) 3年進路保護者会 

８日(火) 中間テスト① 

 （英語・社会・数学） 

９日(水) 中間テスト② 

 （理科・国語・技家） 

 

10日(木) 生徒会任命式 

11日(金) 英語検定 

15日(火) 中学校弁論大会 

17日(木) 駅伝壮行会 

18日(金) 漢字検定 

23日(水) 合唱祭学年ﾘﾊｰｻﾙ 

30日(水) 合唱コンクール 

31日(木) 千葉のやる気 

 「学習ガイド」 

 共通評価問題実施 

   これからの抱負 
書記 2 組 星野 杏介 

 僕はこの度、生徒会書記となりました。それは、皆さ
んが僕に票を入れてくれたからです。ありがとうござい
ました。 
 僕が生徒会でこれからやっていきたいことは、みんな
が楽しくできる行事を作り、学校全体を一つにしていく
ことです。他にも、生徒会役員で各委員会を手伝い、
いいものにしていきたいです。 
 まだまだ未熟ですが、1 年間を通していい生徒会役
員になっていきたいと思っています。 
 

   全校生徒の笑顔のために 
  副会長 5 組 山田 実歩 

 生徒会副会長になった山田実歩です。私はこれから生
徒会であいさつを活発にしていくことを頑張りたいです。あ
いさつをすると、全校生徒が笑顔になれると思うからで
す。 
 そして、私はこの生徒会副会長という仕事を通して、会
長をサポートしていくとともに、私自身も成長していきま
す。 
 まだわからないことだらけですが、二中のために全力を
尽くして頑張るので、よろしくお願いします。 

   生徒会長としての抱負  
 生徒会長 3 組  近藤 優大 

 僕が生徒会長としてやりたいことの中で 1 番に考えてい
ることは、あいさつを活発にしていくことです。あいさつは、
した方もされた方もすごく気持ちがいいし、礼儀として必
要最低限のことだと思います。ですので、これからどのよ
うに活発化させていくか、考えていきます。最終的には、
この二中全体をレベルアップさせていくことが目標となり
ますので、みなさんの協力が必要となります。よろしくお
願いします。二年生が中心となって、二中生全員でこの
学校をさらにより良いものにしていきましょう。 
 

   生徒会への意気込み 
  副会長 6 組 出戸端 瞭吾 

 この度、生徒会副会長になりました、出戸端瞭吾です。
昨年に引き続き、生徒会で活動させていただきます。こ
れまでの経験を活かし、さらに二中を良くするために精一
杯頑張ります。皆さんの意見を取り入れながら、活発な
活動をしていきたいと思っていますので、一年間どうぞよ
ろしくお願いします。 
 

   会計として 
 会計 1 組 宮内 ことみ 

 私が会計になって目指したい二中は、明るく楽しくメリ
ハリのある学校づくりです。学校の生徒みんなが笑顔で過
ごせるように、行事やあいさつなどに力を入れて行きたい
です。初めは頼りない生徒会会計かもしれませんが、二
中のいいところを最大限生かしていけるよう、一所懸命が
んばります。そして、1 日でも早くみんなに認めてもらえる
ようになります。よろしくお願いします。 

全員で力を合

わせ、より良い

二中を目指し

ます！ 

   結果よりも大事なこと 
  赤組応援団 3 組 小宮 明寿花 

 応援団は、みんなより先のことを考えて早めに
行動したり、大きい声を出して声が枯れたりで、
すごく大変だったけれど、それよりもたくさんう
れしいこともあります。それは、クラスのみんな
が同じ方向を向き、クラスが一つになったように
思えたことです。私は応援団をやって、これが一
番うれしかったです。結果は残念で悔しかった
けれど、それよりも大事なことがある、とクラス
を見ていて思いました。来年も応援団をやり、3
組の力を見せつけたいと思います。 

   体育祭 
  青組応援団 5 組 多田 孝樹 

 新しいクラスになっての体育祭で、みんな最初
は何も聞いてくれず、本番が不安でした。しかし、
本番に近づくにつれて少しずつ指示を聞いてく
れるようになりました。応援団の練習では、タワ
ーの練習が一番心配でした。僕は土台だったの
で、崩れるのでは、と練習するうちにどんどん不
安になりました。そして、本番を迎え、緊張もピ
ークとなりました。応援席のみんなは練習よりも
声をたくさん出してくれて、気持ちが楽になりまし
た。また、応援合戦本番、最後のタワーで先生
にアドバイスをもらい、楽にタワーが作れました。
声がガラガラになるまで応援し、閉会式を迎えま
した。優勝は取れなかったけれど、応援賞とﾌﾞ
ﾛｯｸ対抗リレーをとれてうれしかったです。3 年生
もまた応援団をやろうと思います。頑張ります。 

   得られたもの 
  5 組 阿部 巧実 

 二学期の始まりから少したったころ、学年種目についての仕事が始まった。中央委員のみんなで
種目案を試したり、練習での役割分担をしたり、またそのリハーサルを行ったりした。僕の役目は、
種目の責任者というものだった。笛を吹いてみんなを移動させる仕事だ。タイミングが合わず、頼
りない音になってしまうこともあった。移動がスムーズにできないと進行に影響が出てしまうので、
自分も周りも不安な様子だった。それでも、確認を繰り返すうちに少しずつ不安は減り、動きも素早
くなっていった。 
 本番、笛の音の長短が若干あいまいだったが、強さは充分だすことができた。本番での役目は
あっという間に過ぎてしまったが、終えた後の充実感が胸に残った。必死に走って 1 位を勝ち取った
クラス。負けても学級のみんなで協力できたクラス。それぞれが満足感を得られたに違いないと、
みんなの顔を見て思った。これからもみんなの笑顔が見られる仕事がしたいと思う。 

   ダンス委員を務めて 
  紅組応援団 3 組 古木 愛梨 

 私は体育祭のダンスの Follow Me の 1，
2 年生の振付を担当させていただきまし
た。どこまでがみんなの難しいところで、
どこまでがみんなにとって簡単なのかが
わからず、みんなにとって少し難しい振付
となってしまいました。しかし、みんなが
自然に楽しそうに踊っていたり、頑張って
練習をしてくれたので、とてもうれしかっ
たです。今回の経験を通して、来年はも
っと素晴らしいダンスにしたいです。そし
て、ダンスが苦手な人もみんなでやれば
楽しめる、ということをみんなに広めてい
きたいです。 

１０１０１０１０月月月月のののの予定予定予定予定    

江戸時代の名君に、徳川頼宣という人がいた。 
 彼が十四歳の時、 大阪夏の陣に参加した。先手の
大将を希望すると、なにしろ 
 十四歳である。祖父の家康はうんと言わない。や
がて戦いがはじまった。 
 頼宣、イライラしていると、老臣が言った。 
 「殿、殿はまだお若うございます。合戦はこれか
ら幾度もございましょう」。 
 すると、頼宣は、 
 「頼宣、十四の時が二度あるか」といった。 
 家康は、これを聞いて、 
 「いまの一言、槍一本にて候」とほめた。 
 

学年主任 澁江 優司 


